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英語検定の受検料の半額を補助します
　4月から、日本英語検定協会が実施する英語検定の受検料補助が始まりました。中学校卒業までに3級以上
取得を目指す、皆さんの挑戦を応援します。

【問】 指導課℡22-5111

踏み間違い急発進制御装置の
設置費用を補助します  

　市では、高齢運転者のブレーキ踏み間違いによる交通事故防止と、事故による被害軽減を目的に、後付けで
急発進制御装置(踏み間違い防止装置)を設置した人に対して、費用の一部を補助します。

【問】 交通防犯課℡92-3111

補助制度の概要

対象者　次の①～⑤全てを満たす人
①市内在住であり、4月1日時点で満70歳以上
②有効な自動車運転免許証を保有している
③車検証上の使用者である
④市税の滞納がない
⑤暴力団員でない、または暴力団・暴力団員と密接な関
係を有しない
対象車両　車検証に自家用と記載がある自動車
対象経費　急発進制御装置の本体とその取り付けにかか
る費用(後付けのみ対象)
※国補助金の交付を受けた人は、その金額を控除した費
用が対象経費になります。
補助金額　設置に要した経費の半額
※対象者1人につき1台、1回限り、3万円まで。
申込　後付けの急発進制御装置を車に取り付けた日から
6カ月以内に、申請書を 交通防犯課へ提出
※令和2年4月1日以降の取り付けが対象。

駐車場における
踏み間違い事故は高齢者が7割

高齢者

74件

その他
31件

　駐車場で「バックする際、ギアを入れ間違え
て前進」「走行中、駐車車両の陰から急に人が
出てくる」などの理由により、高齢者が驚き、
それによる踏み間違い事故が起こっています。

補助金額

英語検定(2～5級)の受検料の半額
※年1回のみ。

補助対象者

次の①②いずれかを満たす人
①市内在住で、市内小学校に在籍する5・6年生の
うち、学区内の指定された中学校(準会場)で受検す
る人 
②市内在住で、市内中学校または古河中等教育学校
に在籍する1～3年生のうち、在籍する学校(準会場)
で受検する人 

申し込み方法

①在籍する学校にある申込用紙に必要事項を記入
②申込書(封筒)に申込用紙と現金(受検料の半額)を
入れ、指定日までに受検する中学校、または期間内
に指定された特約書店へ申し込み

　令和元年度に古河市消費生活センターへ寄せられた相談件数は818件でした。
　寄せられた相談の中で多かった内容は、インターネット回線の電話勧誘や火災保険を利用した住宅修理で
す。契約するときは被害に遭わないよう、慎重に考えて行動するようにしましょう。

【問】古河市消費生活センター( 商工政策課内)℡23-1718

5月は消費者月間です
～怪しいと思ったときは、私たちに相談してください～

定期購入だった格安化粧品 センターからのアドバイス

　インターネットの広告を見て、シミが消え
るという980円の化粧品をお試しのつもりで
購入した。1カ月後、再度送られてきたので
確認すると、3回購入しないと解約できない
契約であると知った。シミは期待していたほ
ど消えなかったので、返品しようと販売店に
電話をしたがつながらない。商品を返品して
契約を解除することは可能か。　

　定期購入に関する相談は、当センターに多
く寄せられています。
　ネット通販にはクーリングオフ制度があり
ません。広告ページや申し込み最終画面等
で、定期購入が条件となっていないかを確認
してください。条件になっている場合は、そ
の期間や支払い総額、解約・返品の可否など
を必ず確認しましょう。

※H26～H30における県内の統計値。高齢者は65歳以上。
出典：交通安全かわら版令和元年9月(茨城県警察本部)


